
―248―

第５章　遺　物



―249―

で出土した土器も含む。甕・壺・高坏・器台・鉢・蓋・手捏ね土器・銅鐸形土製品が出土している。甕

には有段口縁を呈する甕Ｃ類（１〜11）が最も多く出土している。口縁が直立するＣ３類（１〜５・８・

11）が顕著である。11は端部のみ外反し、内面には指頭圧痕を有する。その中で１・４は口縁内面の段

が広く、胴部中位が最大径となる。この２点は器壁が薄く削り上げられる。６・８は器形の割には厚い

器壁で、１・４とは違いが際立つ。量的に少数であるものには、口縁の端部が拡張するＢ１類（12）、

「く」の字を呈するＦ類（13・17）、Ｇ類（14）、Ｈ類（15・16）がある。12はⅨ層から出土したものである。

他に上層の土器とすべきものには14〜16がある。

　壺にはＣ類（19）、Ｄ類（20）、Ｅ類（21〜24）、Ｆ類（25）、Ｈ類（26）、Ｋ類（27〜29）・Ｌ類（17・

30）がある。

　高坏にはＡ類（38〜41）、Ｂ類（33・35〜37）を主体とし、Ｃ類（31・32）、Ｄ類（42・44・48）、Ｅ 類（43）、

Ｇ類（34）が含まれる。

　器台は多くを図示できなかったが、Ａ2類（52）、Ｄ2類（53）の他、小型器台（51・54・55）がある。

　鉢には有段口縁を呈すＢ2類（56）やD類（57）、F類（58〜64）、Ｇ類（67〜69）、I 類（65）がある。

66は鉢型を呈する小型丸底壺である。その他、蓋（73〜76）、脚部（74）、小型土器（75〜77）、手捏ね  
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　第186図　東地区Ⅷ層出土土器実測図5（縮尺1/4）
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土器（78〜91）、土製品（92・93）などがある。93は銅鐸形土製品である。外面は赤彩される。鰭が表

現され、中空である。袈裟襷文とも受け取れる弱い線が、片面にのみかすかに認められる。

　これらの土器はおおむね弥生時代後期後半から古墳時代前期前半に位置付けられる。

　３　中地区出土土器
　中地区は、東地区との間に位置する低地部以外は全体に遺物が多い地区である。東地区から引き続き、

弥生時代後期後半から終末期が主体となる。特に集落に近接する谷状地形からは、まとまった量の弥生

時代後期後半の土器が出土し、廃棄された状況を呈す。中地区の集落を挟む２本の旧河道からも、弥生

時代後期後半から終末期にわたる土器が多く出土している。逆に東地区で多く確認された古墳時代初頭

以降の土器は減少する。また中地区における特徴としては、近江地方の影響がうかがわれる土器が散見

されることである。

　（１）住居出土土器
　SI24出土土器（第191図１〜12）

　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには１・２・５・８・

11・12がある。７はP５から、９はP３から出土した。他は覆土層中からである。

　甕にはＣ４類（１）がある。壺はＥ１類（２）、Ｇ１類（７）、鉢にはＡ２類（３・４）、Ｂ類（５）、

Ｆ類（６・７）がある。３は外面ミガキ調整、４はハケ調整である。高坏にはＢ５類（10・11）などが

ある。器台にはＤ２類（12）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SI25出土土器（第187図）

　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには８・10がある。住居

と当住居をめぐる土坑列の間から出土したものには１・３・12〜15がある。他は覆土層中からである。

　甕はＣ3・4類で占められる（1〜５）。壺にはＤ1類（８）がある。肩部には刺突を有す。器台は受部

口縁が大きく開くＣ２類（12・13）がある。13にはＳ字スタンプ文が施される。スタンプ文が施される

ものには脚部Ｃ２類の15がある。高坏にはＡ２類（17）、Ｇ類（11）がある。16は小型のものである。

また10の胴部には櫛描き波状文・刺突文が施される。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式の古

相に位置付けられる。

　SI26出土土器（第188〜189図）

　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには１〜５・８〜10・

12・17・19・24・31がある。７・９・16・39はＰ３から、12はＰ２から、25はＰ１から、32はP６から

出土した。他は覆土層中からである。

　甕はＣ類で占められる（１〜８）。９は無文のＤ2類である。指頭圧痕が明瞭な１・３〜７、口縁が内

傾する２・８、先細りする４がある。壺には有段無文のＣ類（11・12・16・17・23）、Ｅ２類（10）が

ある。10には頸部に刺突を４点有し、胴下半にはススが付着している。鉢には大型のＡ４類（20）があ

る。高坏には有段鉢状を呈すＡ２類（24）、外反し端部が肥厚するＢ５類（26・27）、先細りするＢ２類

（28）がある。器台はＢ類（25）がある。脚部には筒状を呈し器高が高くなる31と脚自体が小型化した

29・30・32がある。これらの土器は弥生時代後期後半から弥生時代終末、法仏式から月影式期に位置付

けられる。

　SI27出土土器（第191図13）

　当住居からは１点を図示できたのみである。13は床面からわずかに浮いた状態で出土したものである。
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13の甕は口縁が「く」の字を呈す。Ｆ2b類である。この土器は弥生時代後期に位置づけられる。

　SI28出土土器（第191図14）

　当住居からは１点を図示できたのみである。覆土層中から出土した。14の甕は有段口縁を呈すＣ３類

である。この土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SI32出土土器（第191図18〜21）

　当住居から出土した土器は覆土層中から出土したものである。

　甕（18・19）は有段口縁を呈するＣ３類である。20は甕の、21は壺の底部である。これらの土器は弥

生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SI33出土土器（第191図22〜25）
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当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには22・24がある。他は覆

土層中から出土したものである。壺はＥ１類（22）である。23は壺の体部。24は蓋Ｂ２類。25は脚がつ

くと考えられる小型鉢である。これらの土器は弥生時代後期に位置づけられよう。

　SI34出土土器（第191図15〜17）

　当住居からは３点図示できたのみである。15は周溝から、他は覆土層中から出土したものである。　

　17の甕は口縁が直立ぎみとなるＣ3類である。口縁短部が外反し、先細りとなる。15は鉢を模した手

捏ね土器、16は有孔の土製品である。これらの土器は弥生時代後期に位置づけられよう。

　SI35出土土器（第190図１〜５）

　１〜５は、床面またはわずかに浮いた状態で出土した。

　壺には脚が付くと考えられるＨ類（１）がある。鉢には、有段部が明瞭なＡ２類（４）、不明瞭なＢ

３類（３）の他、Ｆ１類（２）がある。高坏はＡ５類（５）で、これも３と同様に有段部が不明瞭なも

のである。これらの土器は弥生時代終末、月影Ⅰ式に位置付けられる。

　SI36出土土器（第190図６〜19）

　６〜18は、床面またはわずかに浮いた状態で出土した。19は周溝から出土した。甕は有段口縁を呈する

Ｃ類（6・８〜12）が主体でＤ３類（７）が１点ある。口縁段部がやや幅広となるものが多く、胴部は中

位に最大径をもつ倒卵形を呈す。口縁段部がやや幅広の面をもつものが多い。12と13は同一個体と考えら

れ、底部には0.5㎜の焼成前穿孔があり、外面にはススが付着する。壺にはＥ１類（14）、Ｋ３類（15）が

ある。鉢はＡ２類（16）があり、口縁部が発達したものである。脚部には有段となるＣ２類（17）、Ｃ４類（18）、
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無段のＢ１類（19）がある。18は直線文・刺突・スタンプ文で加飾され、19は直線文および段部の傾斜面

にＳ字スタンプ文を施す。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式でも古相に位置づけられる。

　SI37出土土器（第191図26）

　当住居からは１点を図示できたのみである。床面からわずかに浮いた状態で出土した。

　26は高坏でＢ５類となる。坏部は深めである。弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SI38出土土器（第191図27・28）

　当住居からは２点を図示できたのみである。床面からわずかに浮いた状態で出土した。

　27は高坏でＢ１類となる。坏部は浅めである。28は脚部である。これらの土器は弥生時代後期後半、

法仏式期に位置付けられる。

　（２）土坑出土土器
　SK5191出土土器（第192図２・３）

　鉢にはＥ１類（２）がある。口縁下端と肩部に刺突を有す。３の脚部は裾部が外方に肥厚する。２は

弥生時代後期後半に位置付けられるが、３は弥生時代後期前半に位置付けられる。

　SK5199出土土器（第192図７〜９）

　甕が３点あり、Ｃ３類（８・９）、Ｅ２類（７）である。弥生時代後期後半に位置付けられる。

　SK5200出土土器（第192図10〜17）

　甕には幅の狭い口縁帯をもつＢ２類（10）、Ｃ１・Ｃ４類（11・12）、Ｅ４類（13）がある。12はやや

口縁帯の幅が広くなり、密に擬凹線が施される。15の壺は、内外赤彩され口縁受部に２個１組の紐孔を

有す。器形は第244図35と同様となる可能性があり、Ｃ４類と考えられる。高坏は口縁端部が肥厚する

Ｂ５類（６・７）がある。６は口縁が短く立ち上がる。脚部は有段のＣ類（８）である。これらの土器

は弥生時代後期後半、法仏式期に位置づけられる。

　SK5201出土土器（第193図１〜７）

　甕には有段で擬凹線を施すＣ３・Ｃ４類（１・７）、無文のＤ類（３）がある。１と２は同一個体と

考えられる。７は口径が大きく、鉢ともとれる。９には10の胴部が付く。壺には付加状口縁のＮ１類（４）、

胴部が偏球のＪ類（５）がある。高坏はＢ５類（６）である。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏

Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5202出土土器（第193図８〜14）

　甕には有段口縁のＣ３類（８・９）がある。８の外面はススが付着し、内面にはコゲが全面にみとめ

られる。また、底部は焼成前穿孔されている。器台には口縁が発達する無文のＤ２類（12）、高坏はＢ

５類（13・14）である。13の肥厚面は狭く、14は幅広である。14の外面には赤彩痕がある。11の脚は無

段のものである。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5203出土土器（第193図15〜21）

　甕はＣ類（15）である。厚手の口縁断面は三角形を呈し、広い底面を持つ。高坏はＢ５類（16・17）、

脚部には無段のＢ１類（19）、有段のＣ２類（18）の両者がある。20は小型の蓋、21は手捏ね土器である。

これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5205出土土器（第194図1・２）

　甕にはＣ３類（１）、Ｄ４類（２）がある。小型の２は外面がススに覆われる。これらの土器は弥生時

代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。
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　SK5210出土土器（第194図４〜９）

　甕にはＣ３類（５・６）、Ｅ４類（４）がある。４は口縁端部、頸部屈曲部が丸みをおび、体部に刺突

を有す。外面は被熱のため器面が荒れる。高坏はＢ５類（７・８）がある。７は口縁が短く立ち上がる。

８は坏部内面にススが付着する。なんらかの意図的な使用によるものか。壺にはＦ３類（９）がある。

これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5216出土土器（第194図12〜21）

　甕には有段口縁となるＣ３・Ｃ４類（12・13）があり、端部は先細りする。12は指頭圧痕を有し頸部

内面に面をもつが、13は頸部の屈曲が強い。壺は広口を呈すＤ２類（14）。鉢にはF１類（16）、I３a類（17）

がある。16は小型であるが、有孔鉢に多く確認できる器形および調整であり、外面はススで覆われる。

17は口縁が有段状となり、欠損のため不明瞭だが片口状を呈していた可能性がある。高坏にはA５類（21）

がある。小型品である。これらの土器は弥生時代終末、月影Ⅰ式期に位置づけられる。

　SK5228出土土器（第194図22・23）

　甕には有段口縁のＣ３類（22）がある。肩部の直線文と刺突文、および曲面となる頸部の屈曲はＥ２

類に多く確認出来るものであり､北陸地方と近江地方の要素が確認できる。高坏にはＢ５類（23）がある。

　SK5231出土土器（第194図26〜29）

　甕はＣ類（26）、Ｄ類（27）が出土している。27は外面がススに覆われている。脚部には無段のＢ１

類（28）、有段のＣ１類（29）の両者がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けら

れる。

　SK5235出土土器（第195図３〜９）

　甕にはＣ３類（３・４・５）がある。壺には有段口縁となるＣ1a類（７）広口を呈すＤ１類（６）が

ある。胴部が張り器壁の薄い９、脚が付く８がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位

置付けられる。

　SK5239出土土器（第195図２）

　２は甕Ｃ３類である。口縁内面は粗いミガキ調整が施され、肩部にハケ状工具による刺突を有す。

　SK5242出土土器（第195図11〜16）

　甕はＣ類（11〜14）である。１は肩部にハケ状工具による刺突を有し、12・13は立ち上がりが短い。

内傾するＣ２類の４は口縁が厚手で断面三角形を呈す。器台にはＢ１類（16）がある。脚部にはＣ３類（５）

がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5244出土土器（第196図１〜８）

　甕にはＣ３・Ｃ４類（１〜６）がある。１〜４は肩部に刺突を有し、４〜６は内面段部が明瞭となる。

７の外面はスス、内面底にコゲが付着する。壺にはＥ１類（７）がある。14の脚部には裾端部内面にス

スが付着する。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5252出土土器（第197図２〜５）

　甕にはＣ３類（２）がある。有孔鉢にはＩ2b類（３）がある。口縁端部は平坦面となる。器台はＣ２

類（４）がある。脚部はＣ２類（５）である。５はスタンプ文、直線文、刺突で加飾し、裾端部内面に

はススが付着している。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5253出土土器（第197図６〜８）

　甕にはＣ３類（７）がある。薄手で、端部は先細りとなる。壺には有段口縁となるＣ2b類（６）がある。
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脚には無段のＢ１類（８）がある。これらの土器は弥生時代終末、月影Ⅰ式に位置付けられる。

　SK5257出土土器（第197図10〜25）

　甕はＣ3・Ｃ4類（10〜17）がある。内面段部の明瞭なもの（10・11・13・17）、不明瞭なもの（12・

14・15・16）がある。壺には長頸のＥ３類（19）、Ｈ類と考えられるもの（18）がある。18の頸部には「Ｓ」

に似たヘラ描きがあり、19の胴部には弧状のヘラ描きがある。高坏にはＡ４類（22）、Ｂ５類（23）があ

る。器台はＣ２類（25）、Ｄ２類（24）である。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付け

られる。

　SK5264出土土器（第198図３）

　３は甕でＣ１類となる。口縁内面はミガキ調整される。弥生時代後期後半､法仏Ⅰ式に位置付けられる。

　SK5265出土土器（第198図１・２）

　甕にはＣ３類（１）があるが、口縁帯の幅は狭く、端部は平坦となる。脚部にはＣ４類（２）がある。

段部の傾斜面に透孔、Ｓ字スタンプ文を施す。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式に位置付

けられる。

　SK5266出土土器（第198図8〜28）　
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　甕にはＣ３・Ｃ４類（８〜12）がある。壺には長頸で有段状となるＥ４類（16）、短頸となるＦ３類

（13・14）、Ｈ１類と考えられるもの（18）や、突帯を有する胴部（17）がある。15は大型の壺の口縁だ

と考えられるが、破片のため詳細は不明である。鉢には有段口縁を呈するＡ２類（21）は内外面赤彩さ

れる。脚部には有段のＣ類（25・26）があり、スタンプ文、直線文で加飾される。17・18・21などやや

祭祀色がうかがわれる。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。　

　SK5272出土土器（第198図５・６）

　壺が２点あり、Ｅ１類（６）、および脚が付くＨ２類と考えられるもの（５）がある。欠損しているが、

５は体部に透孔を有していたようである。６にはヘラ描き文がある。

　SK5282出土土器（第199図１〜12）

　甕には有段口縁を呈するＣ３・Ｃ４類（１〜７）がある。壺には短頸で口縁が外傾するＦ３類（９）、

擬凹線を有するＣ1a類（10）、長頸で、有段状となるＥ４類（11）がある。11は波状文、円形浮文、凹

線などで加飾される。東地区の川１出土（第174図３）のような下膨れの体部だと考えられる。器台は

Ｃ２類（12）がある。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5283出土土器（第199図13〜17）

　甕は有段口縁を呈するＣ類（13〜15）がある。13・14は口縁内面が中ほどから膨らみ先細りとなるも

のである。高杯にはＡ6類（16）がある。17の脚は同様な色調・胎土で16と同一個体の可能性がある。

これらの土器は弥生時代終末期、月影Ⅰ式に位置づけられる。

　SK5288出土土器（第199図19〜24）

　甕にはＣ3・Ｃ4類（19〜21）がある。22・23は甕の胴部である。どちらも器壁は薄く、自立しない底

部を有す。外面にはススが付着している。22は19と同一個体と考えられる。鉢にはＧ類（24）があり、
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　口頸部は強くヨコナデ調整される。これらの土器は弥生時代終末期、月影Ⅰ式に位置づけられる。

　SK5290出土土器（第200図１〜４）

　甕には有段口縁を呈するＣ４類（１）がある。口縁は厚く、ケズリ調整された肩部とは大きな違いで

ある。３は壺の頸部である。口縁部は欠損しているが、短く直立する口縁が付くと考えられる。口縁と

の接合部に細かく刺突を施す。頸部下には波状文とも、扇形文ともとれる櫛描きがある。蓋にはＢ１類

（２）がある。脚にはＡ類（４）がある。これらの土器は弥生時代後期後半､法仏１式に位置づけられる。

　SK5295出土土器（第200図８〜10）

　甕にはＣ類（８）がある。鉢にはＡ２類（９）がある。高坏にはＢ３類（10）がある。小型で坏部は

浅い。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5296出土土器（第200図11〜16)

　甕は有段口縁となるＣ３類（16）がある。壺にはＦ１類と考えられるもの（15）がある。口縁端部は指頭

により先細りとなる。高坏にはＢ５類（11）、坏部が浅いＣ類（12・13）がある。脚部は有段となるＣ１

類（14）がある。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5306出土土器（第200図17〜22）

　甕には有段口縁となるＣ３類（17）、Ｃ４類（18）がある。壺にはＥ類（19）、体部が扁球形を呈する

もの（20）がある。器台にはＢ類(21)、高坏にはＢ５類（22）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、

法仏Ⅱ式に位置付けられる。　

　SK5308出土土器（第201図）

　甕には有段口縁を呈するＣ２類（１）、Ｃ３類（２〜５）がある。５以外、総じて口縁端部が先細りし、

１、２は頸部内面に面をもつ。６は甕の胴部である。壺にはＥ３類（７）がある。高坏にはＢ５類（８）

がある。９は手捏ね土器である。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5311出土土器（第200図23〜25）

　甕には有段口縁を呈すＣ３類（23・24）がある。23の端部は先細りし、24の口縁受部は幅広となる。

鉢にはＡ２類（25）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5312出土土器（第202図１〜３）

　甕にはＣ３類（１・２）がある。壺にはＥ３類（３）がある。これらの土器は、弥生時代後期後半、

法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5314出土土器（第202図４）

　甕が１点あり、Ｃ３類となる。胴部はあまり張らない倒卵形を呈し、底面は広めである。これらの土

器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5316出土土器（第202図５・６）

　甕にはＣ３類（６）、Ｄ１類（５）がある。５の口縁には強いヨコナデ調整による条線が顕著である。

これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5325出土土器（第202図８〜12）

　壺には短頸壺と考えられるＦ１類（９）、Ｈ２類と考えられるもの（８）がある。８の外面はミガキ

調整される。鉢にはＢ２類（12）、Ｆ類（10・11）がある。10は破片のため把手の有無は不明である。

これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5326出土土器（第202図13〜21）
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　甕にはＣ３類（13〜15）がある。口径が20㎝を超える13・14は口縁下端が垂下し、14の肩部はミガキ

調整される。壺には「く」の字を呈すＬ２類（16）があり、縦方向の透孔を有すつまみがつく。器台に

は有段で加飾のあるＣ類（18）、無文のＤ類（17）がある。18は外面に赤彩痕があり、有段の脚には半

円形のスタンプ文を、上下を違えながら施す。高坏にはＢ５類（21）があり、脚部には有段のもの（20）、

無段のもの（19）の両者がある。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5330出土土器（第203図３〜６）

甕はＣ3類（３）、鉢はＡ2類（４）がある。５・６は脚部である。６は沈線を有す。これらの土器は、

弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5333出土土器（第203図７・８）

　甕にはＣ2類（７）、壺にはＥ1類（８）がある。８は口縁端部をヨコナデ調整せず、ハケ調整を施す。

これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5336出土土器（第203図10〜23）

　甕にはＣ３類（10・11・14）、Ｄ１類（12）がある。10・11の口縁端部は先細りし、14は丸くおさめる。

口縁断面が三角形を呈する12には広い底面をもつ13の胴部がつく。壺にはＦ２類（16）、Ｌ３類（17）、

Ｅ類（18）がある。16・17は口縁内外面をヨコナデ調整、体部内外面をハケ調整する。18はヘラ描き文

を有す。鉢はＡ１類（22）、Ｉ1b類（23）がある。脚部はＥ１類（20・21）である。これらの土器は、

弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5337出土土器（第204図1〜５）

　甕にはＣ２類（１）がある。口縁下端はやや垂下する。高坏にはＢ５類（３）、Ｇ類（２）がある。

３は口縁端部に明瞭な段を形成せず、坏底部内面からの立ち上がりは緩やかとなる。器台には有段のＣ

１類（５）がある。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5339出土土器（第204図７〜15）

　甕にはＣ３類（８）、Ｄ４類（７）がある。８の口縁部上半はヨコナデにより擬凹線が消される。壺

にはＣ４類（11）があり、紐孔を有す精製品である。鉢はＡ２類（10）、椀形のＧ類（９）がある。10は内
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面に指頭圧痕を有す。高坏はＢ５類（12）、器台はＣ２類（14）、およびＣ類となるもの（15）がある。

脚部はＣ２類（13）である。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5340出土土器（第204図６）

　６は甕で、受口状を呈すＥ4類である。口縁下端の稜は弛緩し、沈線状に窪む。

　SK5342出土土器（第204図16〜20）

　甕にはＣ類（16・17）、Ｂ類（18）、がある。鉢にはＡ２類（20）がある。20の口縁内面の段は幅広の

面となる。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5346出土土器（第204図21〜23）

　壺Ｅ２類（21）、Ｆ２類（23）、Ｈ２類（22）がある。22は体部から口縁がすぼまり、内底面は平坦面と

ならない器形となる。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5351出土土器（第205図１〜４）

　甕にはＣ類（１〜３）がある。２・３は指頭圧痕を有す。１・３の頸部内面は面をもつが、２は屈曲

する。高坏はＡ５類（４）である。これらの土器は、弥生時代終末期、月影式期に位置付けられる。

　SK5352出土土器（第205図５〜８）

　甕にはＣ１類（７）、Ｃ４類（５・６）がある。５の口縁内面、体部はミガキ調整され、５・７の肩

部には刺突を施す。６は内面底部を一段くぼませている。３点ともススが付着する。脚部にはＢ２類が

ある。裾部は低い位置から短く広がる。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式に位置付けられる。

　SK5355出土土器（第205図９〜11）

　甕はＣ３類（９）がある。口縁の幅はやや狭い。10は甕または壺の脚部である。11は高坏の脚部であ

る。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5357出土土器（第205図15〜17）

　甕にはＤ３類（15）がある。肩が張らない長胴ぎみの器形となる。高坏にはＢ１類（16）がある。口

縁の立ち上がりは短く、内外面はタテ方向にミガキ調整される。古相を示すと考えられる。鉢にはＢ２

類（17）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式でも新相に位置付けられる。

　SK5359出土土器（第205図12〜14）

　甕にはＣ３類（12）がある。口縁端部は先細りし、肩部に刺突を有す。壺にはＥ１類（13）がある。

口縁はやや外傾する。肩部に粘土塊を貼付けた突起を有す。14は壺を模した手捏ね土器である。これら

の土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5360出土土器（第206図１〜10）

　甕にはＣ２・Ｃ４類（１・３）、Ｄ１類（２）がある。壺はＥ１類がある（６・７）。６は細頸となる。

高坏にはＡ２類（４）があるが、坏部は明瞭な有段口縁とはならない。古相を示すと考えられる。鉢に

はＡ２類（５）がある。口縁は外傾し、端部は先細りする。脚部は器高の高いもの（８）、低めのもの（９）

がある。10は注口部である。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式期に位置付けられる。

　SK5361出土土器（第206図11〜13）

　甕はＣ３類（11）がある。鉢には同じく有段口縁を呈するＡ２類（12）がある。脚には有段のＣ類（13）

があり、器台である。有段部はやや形骸化している。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に

位置付けられる。

　SK5362出土土器（第206図14）
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　甕が１点ある。有段口縁を呈するＣ3類である。弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5365出土土器（第206図15）

　小型の甕が１点ある。有段口縁を呈し無文のＤ3類である。口縁部は強くナデ調整され、細かなナデ

の条線が残る。弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5366出土土器（第206図16）

　壺が1点ある。大型の広口口縁に筒状の頸部となるＤ類である。弥生時代後期後半、法仏式期に位置

付けられる。

　SK5367出土土器（第206図21・22）

　壺にはＥ４類（21）がある。口縁は内面の段部が不明瞭な有段風となる。高坏にはＢ５類（22）がある。

これらの土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5368出土土器（第206図17〜20）

　鉢にはＡ２類（17）がある。器台にはＣ２類（20）がある。19は大型の壺の胴部である。胎土、色調

から18の脚がつくと考えられる。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5370出土土器（第206図24〜26）

　甕にはＣ３類（24・25）である。壺にはＬ２類（26）がある。口縁部に擬凹線を１条施す。整形はや

や雑である。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5377出土土器（第206図23）

　器台が１点ある。無文で有段状となるＤ2類である。

　SK5371出土土器（第207図７）

　甕はＣ４類がある。口縁端部は外傾し、下端に刺突を有す。近江地方の影響が考えられる。

　SK5380出土土器（第207図１〜６）

　甕にはＣ３類（１・２）、Ｆ1c類（３）がある。４は甕の底部である。脚部は無段のＢ１類（５）。鉢

は口縁が「く」の字を呈すＣ３類（６）。端部は面取りされる。これらの土器は、弥生時代後期後半、

法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5381出土土器（第207図8〜14）

　甕はＣ３類（８）、Ｄ３・４類（９・12）がある。12は小型のもので、口縁はやや外傾し、端部は先

細りする。高坏はＢ５類（13）で、口縁部が長く、外反も強い。脚には無段のものがある（10）。これ

らの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5383出土土器（第207図15〜19）

　甕にはＣ４類（15・16）、受口状を呈すＥ4類（17）がある。鉢には有段口縁となるＡ２類（18）があ

る。脚には無段のＢ２類（19）がある。裾端部に面をもつ。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏

Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5385出土土器（第207図22〜27）

　甕にはＣ３類（22〜24）がある。器台には無文のＤ２類（26）がある。脚部には有段のＣ類（27）が

ある。25は蓋のつまみ部である。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置付けられる。

　SK5386出土土器（第207図28〜33）

　甕にはＣ３類（28〜31）がある。29の器壁は薄く、受部は幅広となる。30は口縁の断面が三角形を呈

す。31は受口状ともとれる。壺には有段口縁となるＣ1a類（32）がある。脚が付き、体部内面はハケ調
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整が施される。高坏にはＡ２類（33）がある。坏部は明瞭な有段口縁とはならず、坏底部外面は稜をも

つ。脚部は有段でＳ字スタンプ文と刺突文を施す。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式に位

置付けられる。

　SK5387出土土器（第207図20・21）

　壺にはＧ１類（21）があるが、脚が付くＨ２類となる可能性もある。高杯にはＢ５類（20）がある。

これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SK5390出土土器（第208図1〜５）

　甕には有段口縁を呈すＣ２類（２）、Ｃ３類（１・３）がある。２は指頭圧痕を有す。高坏にはＢ５

類（４）がある。口縁部は長く、外反も強い。鉢には有段口縁となるＡ２類（５）がある。口縁は直立

し、口縁から体部上半の器壁は厚い。これらの土器は、弥生時代終末期、月影Ⅰ式期に位置付けられる。

　SK5394出土土器（第208図６・７）

　甕にはＣ３類（６）がある。口縁端部は平坦である。頸部内面の屈曲が強い。器台にはＤ２類（７）

がある。伸長した口縁が大きく外反し、Ｓ字スタンプ文と直線文で加飾される。内外面は赤彩されてい

たことが窺える。これらの土器は、弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式期に位置付けられる。

　SK5395出土土器（第208図８・９）

　鉢は有段口縁となるＡ２類（８）。９は球状の土製品で、はずみ車と考えられる。これらの土器は、

弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　（３）溝出土土器
　SD1052出土土器（第209図２・３）

　鉢はＢ２類（２）、壺はＦ１類（３）がある。弥生時代終末、月影式期に位置付けられる。

　SD1054出土土器（第210図１〜９）

　甕は有段口縁を呈すＣ類（２〜５）、が多い。３・４はＣ４類、５はＣ５類となる。頸部内面にハケ調

整を残すもの（２・５）、指頭圧痕を有すもの（４）がある。他にＥ２類（１）、Ｆ２類（６）がある。器

台は口縁があまり伸びないＤ１類（８）がある。脚のＤ１類（９）は高坏Ｄ類のものと考えられ、東海地

方の影響が窺われる。これらの土器は弥生時代終末から古墳時代初頭、月影式期から白江式期に位置付
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けられる。

　SD1062出土土器（第210図11〜13）

　高坏にはＡ２類（12）とＢ５類（11）がある。12には無段のＢ１類の脚がつく。鉢にはＧ類（13）が

ある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SD1068出土土器（第210図15〜20）

　甕は有段口縁を呈するＣ３類（15・16）。高坏は口縁端部が肥厚するＢ５類（17・18）。口縁の外傾・

外反は強くない。18・19は同一個体で、18の口縁端部上面、19の裾端部外面には赤彩痕がある。これら

の土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SD1082出土土器（第211図1〜15）

　甕にはＣ２類（１・２）、Ｃ４類（３）がある。１の頸部内面にはハケ調整が残る。壺にはＤ類（４）

がある。擬凹線文を有する口縁に、同心円文を施した円形浮文２個１組を貼りつける。高坏にはＢ３類（７）

がある。器台にはＤ１類（８）、Ｄ２類（９）がある。８の受部口縁は脚裾部と比して伸長しないものと

なる。鉢にはＡ２類（５）がある｡これらの土器は弥生時代後期後半から弥生時代終末に位置づけられる。

　SD1085出土土器（第211図16〜19）

　壺には端部に面をもつ口縁部片（16）がある。器形は不明である。高坏にはＢ５類（18・19）、Ｅ

２類（17）がある。19の内面は被熱により器表面が荒れている。これらの土器は弥生時代後期後半、

法仏Ⅱ式に位置づけられるが、16の壺口縁は他の３点より時期がさかのぼるかもしれない。

　SD1086出土土器（第211図20〜24）

　甕にはＣ３類（20・21）がある。22は土玉、23は蓋のつまみ部である。24はヘラ描き文を有す。

　SD1088出土土器（第211図25〜28）

　鉢は口縁が「く」の字となるＣ１類（25）がある。外面はススが付着する。高坏にはＣ類（27）とＥ

１類（28）がある。28は他の土器よりも古く位置付けられよう。これらの土器は弥生時代後期後半から

古墳時代前期前半に位置付けられる。

　SD1091出土土器（第212図１〜４）

　甕にはＣ３類（１）がある。壺にはＤ類（２）、Ｅ４類（３）、Ｆ２類（４）がある。２の口縁には２

個一対の円形浮文を貼付ける。４の肩部にはヘラ描き文がある。弥生時代後期後半に位置付けられる。

　SD1092出土土器（第212図５〜8）
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　甕にはＣ３類（５）、受口状となるＥ類（６・７）がある。

６は無文、７には口縁に刺突、肩部に直線文・刺突文を

有す。近江系である。壺にはＥ１類（８）がある。弥生

時代後期後半に位置付けられる。

　SD1093出土土器（第212図９・10）

　高坏はＢ３類（９）がある。口縁は直立した後、大き

く外反する。

　SD1095出土土器（第212図11〜13）

　壺にはＩ類（11）がある。口縁部は１点のみ確認して

いる。

　SD1101出土土器（第213図・214図１・２）

　甕にはＣ１類（２）Ｃ３類（３〜５）、Ｄ類（１・６）

が主体となり、Ｆ2b類（11）が伴う。壺にはＥ１類（12）

があり、肩部に粘土塊を貼りつける。高坏にはＡ１類（18）、Ａ２類（13〜15）、Ｂ５類（16・17）があ

る。器台は擬凹線や、スタンプ文で加飾するＣ類（19・第214図１・２）がある。鉢にはＢ２類（８）、

Ｆ１類（９）がある。10は壺形の小型土器で、把手の剥離痕がある。甕・高坏ではやや古い傾向を示し、

器台ではやや新しい傾向が見られる。これらの土器は弥生時代後期後半にわたると位置付けられる。

　SD1102出土土器（第214図３〜８）

　甕にはＣ３類（４）、Ｄ３類（３）、Ｅ３類（５）がある。５は口縁受口状となり擬凹線が施される。

近江地方の影響があり、在地の要素との折衷であると考えられる。高坏にはＢ1類（８）があり、坏底

部の稜は鋭い。鉢にはＧ類（６）、Ｉ2b類（７）がある。７は口縁内外面をヨコナデ調整する。これら

の土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SD1107出土土器（第214図９）

　９はM類である。胴部は中位が張る。上半をミガキ調整し、肩部内面には指頭痕が顕著である。

　SD1111出土土器（第214図16〜22）

　甕は口縁が外反するＣ４類（16・18）、内傾するＣ１類（17）がある。20の高坏、21の鉢はともに有

段口縁となるが、どちらも段部の屈曲は弱い。壺には口縁が内湾ぎみとなるＬ１類（19）がある。これ

らの土器は弥生時代終末期、月影１式に位置付けられる。

　SD1118出土土器（第216図1〜７）

　甕にはＣ３類（１）がある。１は口縁端部が先細り、明瞭な段をなさない。頸部内面の屈曲が強い。

鉢では口縁が受口状を呈すＥ１類（４・５）がある。４は端部を丸くおさめ、５は平坦面を有す。高坏

Ｂ５類（６）は坏部が深い。器台Ｃ２類（７）は内外面赤彩される。これらは弥生時代後期後半、法仏式

期に位置付けられる。

　SD1120出土土器（第216図8〜11）

　甕はＣ類となる。口縁の幅が狭く、端部は丸くおさめる８・９、頸部内面の屈曲が強い９・10がある。

11は口縁の立ち上がりが明瞭である。これらは弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SD1128出土土器（第216図13〜20）

　甕にはＣ類（13・14）がある。大型となる13は肩が張らず、胴部中位やや上に最大径をもつ。14は頸
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部の屈曲が強い。15の器台Ｃ１類となり、口縁部は大きく発達しない。16は大型の高坏の裾部が広がる

脚部である。壺のＥ１類（17）は器壁が薄い。鉢にはＢ２類（18・19）がある。18は口縁が有段状を呈

し口縁帯の中央がナデによってくぼむ。19は口縁下端に刺突が施される。20は把手がつく壺である。渦

文、同心円文、直線文で加飾される。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SD1129出土土器（第215図）

　器台である。Ｄ２類となる。口縁内面に波状文を施す。脚は棒状部と裾段部に傾斜した面をもち、３

箇所に透孔を有す。脚部は古相を示す。弥生時代後期後半、法仏1式に位置付けられる。

　（４）ピット出土土器（第217図）　
　ピットから出土した土器をまとめる。甕には擬凹線を施す有段口縁のＣ類（１〜３）がある。１には

指頭圧痕がある。壺には脚が付くＨ類（４）、長頸壺となるＥ２類（５）がある。５の頸部には有段口

縁甕の口縁部に施されるような擬凹線がある。鉢にはＦ１類（６）がある。脚部は有段となるＣ１類（８）

がある。裾部はあまり広がらない。蓋にはつまみ部の頂部が平坦となるＡ類（９）がある。他に、手捏

ね土器（７）があり、口縁が片口状となる。

　（５）川４出土土器（第218〜220図）
　川４においては一定量の土器がまとまりをもって出土した地点が３箇所あったため、別に紹介する。

　集中区１（第218図１〜４）

　壺には有段口縁を呈し外傾するＣ2b類（1）がある。鉢にはＦ１類（２）がある。甕には有段口縁を

呈するＣ類（３）があり、口縁は内傾する。高坏には口縁が外反するＢ５類（４）がある。

　集中区２（第218図５〜11）

　高坏にはＡ４類（８）、Ｂ５類（５）類がある。器台にはＤ２類（６・７）がある。共に有段の脚であるが、

７にはＳ字スタンプ文で加飾される。鉢には有段口縁を呈するＡ２類（９）、口縁がナデ調整により屈

曲するＧ類（10）がある。甕には有段口縁を呈するＣ類（11）がある。口縁端部は平坦面となり内面に

は指頭圧痕を有す。頸部内面はミガキ調整される。胴部中位やや上が張る。
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　第218図　川４出土土器実測図1（縮尺1/4）
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　第219図　川４出土土器実測図２（縮尺1/4）
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　集中区３（第218図12〜15）

　鉢には有段口縁を呈すＡ２類（12）、有孔鉢となるI1a類（13）がある。壺には有段口縁を呈すＣ1a類

（14）、蓋が伴うＨ２類（15）がある。14には脚台がつく。これら集中して出土した土器は、おおむね弥

生時代終末期、月影式期に位置付けられる。

　その他の川４出土土器（第219・220図）

　甕には有段口縁を呈するＣ類（１〜３）がある。１は口縁端部をまるくおさめ、２・３は先細りさせ

る。また、１・２には指頭圧痕を有す。壺には有段口縁を呈するＣ類（６）、長頸壺となるＥ類（４・

５）、短頸で広口となるＦ類（７）、無頸のＧ類（10）がある。10は精製品である。鉢には有段口縁を呈

するＡ２類（８）、小型のＦ類（９）、有孔鉢となるＩ類（11〜14）がある。11は体部が直線的で平底と

なり、12〜14は内湾ぎみとなる。15は低平な脚がつく胴部である。蓋はつまみ部にくぼみを有すＢ類（16

〜19）である。高坏には皿状を呈すＣ類（20）、坏部が鉢形を呈すＧ類（22）がある。20には21の脚裾

部がつく。器台にはＤ２類（23）がある。本来、透孔は３箇所であったところに、２箇所追加している。

脚部には無段のもの（24）、有段のもの（25）がある。これらの土器は、弥生時代後期後半から終末期、

法仏式期から月影式期に位置付けられる。

　（６）川５出土遺物（第221図〜223図）
　甕には有段口縁を呈するＣ類（1〜５）がある。１・３・４は口縁端部が先細りする。２・５は内面

の段が広く、５は肩部に刺突を有す。１・４・５にはススが付着する。壺は多様である。有段口縁を呈

すＣ類（11〜13）、および外面がミガキ調整される脚付きのＣ３類（10）、長頸となるＥ類（16〜18）、

短頸で広口を呈すＦ類（14・15）、無頸のＧ類（22）、脚がつくＨ類（19・23）、胴部が扁球状を呈す小

型のJ類（６）、口縁が「く」の字状を呈し、広口のＬ類（７〜９）、口縁は不明だが、扁球の胴部とな

るもの（20・21）、Ｔ類（24）がある。7・8は口縁が面取りされ、７は胴部中位が大きく張る。９には

脚がつく。11の脚には口縁と同様、擬凹線が施される。13は細かなミガキ調整がなされる。14・15の口

縁には擬凹線が施される。16は口頸部が厚手となる。口縁の擬凹線は部分的に施される。古相を示す。

17の頸部中央には器面を指でつまんだ痕がある。18は口縁端部が面取りされ断面三角形を呈す。20・21

は同一個体である。外面は赤彩される。22は爪形の刺突文、直線文を交互に施す。23は裾部が広がらな
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　第221図　川５出土土器実測図１（縮尺1/4）
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　第222図　川５出土土器実測図２（縮尺1/4）
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い脚を有す。24は口縁が狭い口縁帯を呈し、端部は内外面のナデ調整により凹線状となる。頸部屈曲部

には２孔１組の紐孔が対となる。肩部には直線文、波状文を施す。波状文は、支点を交互に入れ替える

ことで、扇形を連続させたものともとれる。厚い底部から、円筒状を呈すような直立ぎみの脚が付く。

在地の土器ではなく、搬入品である。ススが充填された状態で出土した。鉢には有段口縁となるＡ・Ｂ

類（25〜29）、椀形を呈すＦ類（30〜32・36）、有孔鉢となるＩ類（33〜35）がある。26は外面にススが

付着し、被熱痕を有す。蓋にはＢ類（37〜40）がある。39には通気孔がある。手捏ね土器には、鉢状を

呈し脚を有すもの（41）、丸底のもの（42）、平らな底部から体部が開くもの（43・44）がある。高坏に

はＡ４類（46）、Ａ５類（45）がある。46は直線文と同心円文で加飾される。口縁は大きく開き、坏部

は深い。器台にはＤ類（52）、Ｅ類（51）、Ｆ類（53・54）がある。51は口縁端部が断面Ｔ字状に大きく

拡張する。近江系であると考えられるが、口縁帯に加飾はされない。高坏・器台の脚部と考えられるも

のには、無段のＢ類（49・50）、有段のＣ２類（47）、Ｃ３類（48）がある。48の外面は赤彩される。50

は裾部内面のみススが付着する。55〜57は壺・鉢などの脚部である。これらの土器は弥生時代後期後半

から終末期、法仏式期から月影式期に位置づけられる。中には７・16・18など後期前半に位置付けられ

第１節　弥生〜古墳時代前期の土器

　第223図　川５出土土器実測図３（縮尺1/4）
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ると考えられるものも存在する。

　（７）土器集中区出土土器
　Ａ82区集中区出土土器（第224図１〜５）

　甕にはＣ類がある（１・２）。２は肩部内面がうすくケズリ調整される。壺には長頸壺となるＥ類（３）

がある。高坏はA４類（４）で坏部が小型化する。鉢にはF類（５）があり、把手がつく。これらはお

おむね弥生時代後期後半から終末期、法仏式期から月影式期に位置付けられる。

　Ａ・Ｂ95・96区集中土器（第224図６〜10）

　壺にはＥ類（６）、鉢にはＡ類（７）、Ｇ類（８）、口が大きく開く皿状のＤ類（９）がある。蓋には

つまみ部の頂部がくぼむＢ類（10）がある。これらはおおむね弥生時代後期後半から終末期、法仏式期

から月影式期に位置付けられる。

　Ｃ・Ｄ93・93区集中区出土土器（第224図13〜15）

　甕には有段口縁を呈するＣ類（13）がある。器台には無文のＤ類（14）がある。器高は低くなる。蓋

にはＢ類（15）がある。これらはおおむね弥生時代終末期、月影式期に位置付けられる。

　Ｃ95区集中区出土土器（第224図11・12）

　２点が図示可能であった。蓋にはＢ類（11）、壺には有段口縁を呈するＣ2b類（12）がある。12の紐

通し孔は２個１組で片面のみにある。これらはおおむね弥生時代終末期、月影式期に位置付けられる。

　85・86谷部出土土器（第225図〜228図）

　甕には口縁が「く」の字を呈するＦ類（１〜４）、口縁端面に断面三角形の面をもつＢ類（５・６）、

有段口縁を呈すＣ・Ｄ類（７〜24）がある。４・５は胴部をタタキ調整後、ナデ調整を施す。また、４

の胴部には籾と想定される圧痕がある。Ｃ類では、口縁が直立ぎみとなる（８〜10・12・13・19・21・

22）、外傾する（11・14〜18・20・23）がある。口縁内面に広い面をもつものが多いが、段が不明瞭な

もの（14・17）もある。また、内面のケズリ調整は頸部したまでほどこされ、屈曲が強いものが多い。

22・23は頸部内面が曲面となる。８・12・13は口縁に擬凹線を施すものの、上部はヨコナデ調整によ

り擬凹線が消される。肩部に刺突が施されるものは少なく、14・18がある。18は外面がミガキ調整され

る。底部は、１・３は安定した平底となり、16の厚い底部は上げ底となる。胴部にはススが付着するも

のが多い。壺には長頸壺となるＥ類（25〜36）がある。25は扁球を呈す胴部から口縁が外傾し、広口と

なる。端部は面取りされる。26は胴部と口頸部の境が不明りょうである。27の頸部には竹管状刺突を施

す。33の口縁端部には刻みが５箇所残存する。また、壺全般に言えることとして、胴部にはススが付着

するものが多い｡37・38は甕および壺の体部である｡鉢には有段口縁を呈すＡ類の39は、口径に比して器

高が低いため鉢とした。有孔鉢となるＩ類には、体部が直線的に開き尖底となるもの（40・43）、内湾

ぎみに立ち上がり、平底となるもの（41・42）がある。通常多く確認することができる、内面をケズリ

調整するものが含まれておらず、４点とも器形はあまり整っていない。42の口縁は片口状にわずかに引

き出される。他に、口縁が受口状を呈するＥ類（44）、小型のＧ類（45）、椀形を呈し脚がつくＦ2類（46）

がある。高坏には、坏部が有段口縁を呈する鉢状を呈するＡ類（49）、外反する口縁となるＢ1類（47）、

Ｂ３類（48・51）、Ｂ５類（50）がある。47・49には無段の脚Ｂ類が、48には有段の脚Ｃ２類がつく。

器台にはＡ１類（57）がある。口縁の端面は上下からのナデ調整により、凹線状にくぼむ。脚部には高

坏につくと考えられるものには（52〜56）、器台につくと考えられるもの（58・59）がある。55は段部、

裾部に刻みを施す。蓋は２点あり（60・61）、通気孔を有すものがある（61）。谷からまとまりを持って
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出土したものは、調整が雑な印象を受けるものが多い傾向がある。これらの土器は弥生時代後期後半に

わたるものと位置付けられる。また、1〜６の土器は弥生時代中期に位置付けられる可能性がある。

　（８）　包含層出土土器（第229〜232図）
　甕には有段口縁を呈するＣ類がある（１〜13）。外面は火を受けススが付着しているものが多い。６

と７の内面には下半にコゲが付着する。11・13は直立する口縁端部が先細りする。他のものより新しい

様相を示す。

　壺には有段口縁を呈するＣ類（14〜16）、長頸となるＥ類（17〜20）、短頸となるＦ類（21・22）、受口

状を呈するＭ類（23）がある。24・25は壺の胴部である。Ｃ類では、14は口縁が無文で、長胴の胴部に

第１節　弥生〜古墳時代前期の土器
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脚が付く。15は胴が大きく張る。16は口縁が外傾し先細りとなる。球胴を呈す。Ｅ類では、胴部からゆ

るやかに口頸部へと続くものが多い。18・20には頸部にヘラ描き文がある。23は口縁端部がつまみあげ

られ、かすかだが凹線状のものが確認できる。

　器台には受部口縁をナデ調整により面取りするＡ類（26）、端部が上下に拡張するＢ類（27）、有段と

なるＣ類（29・30）、受部から脚部が開くＥ類（31）がある。28はＡ類に含まれると考えられる。27に

は２個１組の円形浮文がある。30は口縁部が伸長し、受部径が小さい。脚の有段部も形骸化する。

　高坏にはＡ５類（32）がある。有段の脚となり、端部をはね上げる。

　鉢には有段口縁となるＡ２類（33・34）、受口状となるＥ１類（35）、片口を呈するＨ１類（38）、Ｈ

３類（37）、有孔鉢のＩ３類（36）がある。35は口縁下端、肩部を刺突・櫛描きなどで加飾する。37・

38はともに内面に赤色顔料が付着し、外面は火を受けススが付着する。38は、39の手焙形土器と近接し

て出土しているが、両側面(片口部分を正面として)の頸部は、棒状のもので挟みやすくするためと思わ

れるわずかなくぼみがある。

　手焙形土器にはＡ類（39）がある。鉢部は受口状口縁を呈し、口縁端部から覆部が接合される。覆部

の面は先細りにおさめ、不明瞭な刺突を確認することができる。同様な刺突は口縁部にも施される。ま

た、三角形状の耳が貼りつけられる。体部最大径のやや下には、中央が凹線状にくぼむ突帯が貼り付け

られ、棒状施文具による刺突を施す。内面底部にはかすかに変色した箇所があり、被熱痕と考えられる。

38の片口鉢との使用方法との関連がうかがわれる。　　

　蓋にはＢ１類（40）がある。

　その他、手捏ね土器（41〜52）、土製品（53・54）がある。頸部がくびれる壺を模したもの（42・

43）、鉢を模したもの（43〜51）、蓋を模したもの（52）がある。

　これら包含層出土土器はおおむね弥生時代後期後半から弥生時代終末期、法仏式期から月影式期にか

けてのものである。

　４　西地区出土土器　
　西地区は、東・中地区と比べると、遺物の出土量自体が減少する。弥生時代後期後半に属する土器が

主体となるのは変わりないが、古相を示すと考えられるものを一定量確認することができる。弥生時代

終末期から古墳時代前期のものは減る傾向にある。その代わり、縄文時代晩期、弥生時代中期後葉に位

　第 232 図　中地区包含層出土土器実測図 4（縮尺 1/4）
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置付けられる土器を確認することができ、東・中地区とは様相が異なる。

　（１）住居出土土器
　SI39出土土器（第234図１〜６）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには２〜５がある。他は

覆土層中からである。

　甕にはＣ３類（１）、Ｃ４類（２・３）がある。１は頸部内面が曲面となり、２は強く屈曲する。３

には４の胴部がつく。高坏にはＢ５類（５）がある。坏部は浅めで口縁の外傾は強い。器台と考えられ

る脚部にはＥ１類（６）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位置付けられる。

　SI40出土土器（第234図７〜12）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものはなく、すべて覆土層中

からである。そのうち８〜12までが遺構確認面、および覆土上層から出土している。

甕にはＣ３類（７）、Ｆ２類（８）、Ｇ３類（９）がある。壺にはＰ類（10）がある。器台にはＣ類（11）

があり、内外を赤彩される。器台の脚部にはＥ１類（12）がある。これらの土器は７・11・12が弥生時

代後期後半、８〜10が古墳時代前期前半に位置付けられ、時期の違う遺物が混在している。

　SI41出土土器（第233図１〜６）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには３・４・６がある。

２はP４から出土した。他は覆土層中からである。

　甕にはＣ３類（３）、C４類（２）がある。２は口縁端部が先細りする。外傾は強くない。３は平坦

面となる。壺には有段口縁を呈する無文のＣ３類（１）がある。７は外面、口縁の内面が赤彩される。

器台の脚部には有段のＣ１類（４）がある。段部は不明瞭である。その他、鉢はＦ１類（11）、低平な

脚部にはＨ１類（６）がある。これらの土器は弥生時代終末期、月影Ⅰ式期に位置付けられる。　

　SI42出土土器（第234図13〜30）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには15・16・26がある。

14は中央土坑上面から、18・25は中央土坑から、19はP５から、29はP８から、16・17は溝４から、22

は貼床内から出土している。他は覆土層中からである。

　甕にはＣ１類（16）、Ｃ２類（13〜15・17）がある。口縁が厚手のもの（16・17）、頸部内面が厚いも

の（13・15〜17）がある。壺には有段口縁となるＣ1b類（21）、短頸となるＦ３類（20）、やや広口の

Ｋ２類（19）とがある。鉢にはＡ２類（18）、Ｊ１類（22）がある。高坏にはＢ５類（23・25）がある。

23と同一個体の24は脚部のＡ類である。器台にはＢ類（27）、C１類（29）、Ｃ２類（26）となるものが

ある。脚部にはＨ１類（30）がある。28は土錘の可能性がある。これらの土器は弥生時代後期後半から

弥生時代終末期、法仏Ⅱ式から月影Ⅰ式期にわたると位置付けられる。

　SI44出土土器（第233図７〜10）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには７〜10がある。

　甕にはＡ２類（９）、Ｃ３類（７・８）がある。９は下方から刺突が施される。高坏にはＢ５類（10）

がある。肥厚した断面は方形を呈す。これらの土器は７・８・10が弥生時代後期後半、法仏式期に、９

が弥生時代中期に位置付けられる。

　SI45出土土器（第235図１〜11）
　当住居に伴うと考えられる、床面、またはわずかに浮いた状態で出土したものには１〜10がある。７

第５章　遺　物
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はSD1155からも出土している。10はP９からも出土している。11はトレンチから出土した。

　甕にはＤ３類（２）、Ｃ４類（１）がある。１は肩部に刺突を有し、外面にはハケ調整が施されるが、

ハケ目はあまり明瞭ではない。胴部中位が張る倒卵形を呈す。２は頸部が厚手となる。壺には有段口縁

となるＣ2a類（４）、短頸を呈するＦ２類（３）、把手が付くＳ類（５）がある。３は肩部が張り、口縁

内面に線刻を有す。４は凹線とヘラ描きを施す。高坏にはＬ類（６）がある。櫛描き直線文と波状文を

施す。器台にはＣ１類（７）がある。７は口縁部片であるが、大型となる。８〜10は脚部である。11は

孔を有す土玉である。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式期に位置付けられる。６は弥生時代

中期に位置付けられ、混入したと考えられる。

　SI46出土土器（第233図11〜14）
　当住居からは多くの土器片が出土しているものの、ほとんどが破片のため４点のみ図示する。すべて

床面、またはわずかに浮いた状態で出土したものである。

　甕にはＡ１類（11）、Ａ２類（12）がある。どちらも頸部下にハケ原体によるヨコハケ調整を施す。

13・14は底部である。これらの土器は弥生時代中期後葉に位置付けられる。　

　SI47出土土器（第233図15〜21）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには15・16・18〜21があ

る。17は覆土層中からである。

　甕にはＡ１類（16・18）、Ａ２類（15・21）がある。頸部下にハケ原体によるヨコハケ調整を施す。

20・23は端面に対し直交するように刺突を施す。16の内面は口縁部までハケ調整される。壺にはＡ類（17）

がある。口縁端部には凹線を施す。鉢にはＦ２類（20）がある。19は底部である。これらの土器は弥生

時代中期後葉に位置付けられる。

　SI48出土土器（第233図22〜29）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには22〜28がある。26・

27の破片は貼床の中からも出土している。29は覆土層中からである。

　甕にはＣ４類（22・23）がある。内面は明瞭な段をなさない。鉢にはＡ１類（24）がある。頸部内面

は「く」の字に屈曲し、口縁内面に幅広の面を形成する。高坏にはＢ１類（25）がある。口縁は短く外

反する。坏部は浅く、底面は平らとなる。器台にはＣ１類（26）がある。高坏・器台の脚部には端部を

はね上げる（27）、有段のＥ１類（28・29）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式期に

位置づけられる。

　SI49出土土器（第235図12〜14）
　当住居に伴うと考えられる、床面またはわずかに浮いた状態で出土したものには12・13がある。12・

14は中央土坑から、13は周溝からも出土している。

　壺には短頸のＦ１類（12）がある。一端を面取りし、くぼませている。水差し形を呈するものに例が

多いが、把手はつかず、また器壁が厚く、重量感がある。また、胴部下半にはススが付着する。甕には

Ｅ１類（13）がある。器形はなで肩を呈し、頸部はやや強く屈曲する。口縁端部の立ち上がりは短い。

近江系である。肩部に櫛描き直線文と刺突を施す。14は底部である。これらは弥生時代後期初頭に位置

づけられる。

　（２）土坑出土土器
　SK5407出土土器（第236図１・２）
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　第234図  SI39・40・42出土土器実測図（縮尺1/4）　
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　甕は有段口縁のＣ３類（１・２）である。弥生時代終末期、月影Ⅰ式期に位置付けられる。

　SK5416出土土器（第236図３〜７）
　甕はＣ４類（３）Ｄ４類（４）がある。５は壺、６は底部、７は脚裾部である。これらの土器は弥生

時代後期後半、法仏Ⅱ式期に位置付けられる。

　SK5419出土土器（第236図８）
　１点のみである。甕でＢ２類である。口縁端面は下方にやや拡張する。

　SK5420出土土器（第236図９）
　1点のみである。有段口縁の鉢である。

第５章　遺　物
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　SK5422出土土器（第236図11〜18）
　甕にはＣ３類（11）がある。壺にはＤ類（12）がある。擬凹線を施文後、口縁をヨコナデ調整する。

鉢には有段口縁のＡ２類（13）。器台にはＡ４類（16）がある。14は小型壺の口縁と考えられる。15は

有孔鉢である。17は脚裾部で、底径は小さい。18は脚が付く手捏ね土器である。これらは弥生時代後期

後半、法仏式期に位置づけられる。

　SK5424出土土器（第236図10）
　１点のみである。甕でＣ３類である。

　SK5427出土土器（第237図１）
　１点のみである。壺でＥ１類である。

　SK5432出土土器（第237図２〜６）
　甕には口縁が内傾するＣ２類（４）、直立ぎみのＣ３類（２）、外反ぎみのＣ４類（３）がある。４は

外面に赤彩痕がある。鉢には有段口縁のＡ３類（５）がある。蓋にはＡ１類（６）がある。これらは弥

生時代終末期、月影Ⅰ式期に位置づけられる。

　SK5434出土土器（第237図７）
　７は小型高坏で、Ｅ２類である。スタンプ文、刺突文、赤彩が施される。

　SK5437出土土器（第237図８〜10）
　高坏にはＢ５類（８）がある。甕には有段口縁のＣ３類（10）がある。９は無段の脚裾部である。こ

れらは弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式に位置づけられる。

　SK5442出土土器（第237図11〜13）
　甕にはＡ２類（12）、Ｊ類（11）、がある。11は口縁端部が内傾し、受口状とも受け取れる。器形は長

胴を呈す。13は底部片である。これらの土器は弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　SK5445出土土器（第237図14）
　14は壺で、Ｆ１類とする。頸部から口縁が外傾し広口となる。

　SK5454出土土器（第236図19・20）
　19は甕でＡ１類の口縁部である。20は底部である。

　SK5464出土土器（第236図21）
　17は甕Ｂ２類である。口縁は短く屈曲する。端部はナデ調整により面を形成し、わずかに上方につま

み出される。体部は大きく張る。

　SK5470出土土器（第236図22）
　高坏の脚部である。坏部との境に断面三角の突帯を貼り付ける。弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　SK5474出土遺物（第236図24〜26）
　甕にはＡ１類（25）、Ａ２類（24）がある。24・25は頸部下にハケ原体によるヨコハケを施す。25の

底部は焼成前穿孔される。26は体部である。これらの土器は弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　SK5475出土土器（第236図23）
　23は壺Ａ類の口縁である。口縁端部に刻みを施す。弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　SX120出土土器（第236図27・28）
　甕にはＡ１類（28）、Ａ２類（27）がある。これらの土器は弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　SK5450出土土器（第238図）
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　１は壺形を呈する。２は１の胴部である。器形はやや下膨れを呈すと考えられる。器高に不釣合いな

底部と薄い器壁である。胴部には粗い条痕を施す。頸部には強めのヨコナデ調整することによって条痕

との境を明瞭にしている。３は深鉢である。外面はタテ方向の条痕調整を行う。内面は丁寧にヨコナデ

調整される。これらは縄文時代晩期に位置付けられる。

　SK5459出土土器（第239図）
　１は深鉢である。外面は粗い不定方向の条痕調整を行う。内面は丁寧にナデ調整される。２は浅鉢で

ある。内面口縁部に文様帯がある。内外面ナデ調整される。３は壺形を呈する。器形は倒卵形を呈し、

第238図２と同様、器高に不釣合いな底部と薄い器壁である。胴部には粗い条痕を施す。肩部はヨコナ

デ調整することによって条痕との境を明瞭にしている。これらは縄文時代晩期に位置付けられる。

　（３）溝出土土器
　SD1134出土土器（第240図１・２）
　甕には有段口縁を呈し、擬凹線を施すＣ３類（１）がある。端部は丸くおさめ、段部は明瞭である。

壺にはＦ２類となると考えられるもの（２）がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏式期に位

置付けられる。

　SD1136出土土器（第240図３〜５）
　甕には有段口縁を呈するＣ２類（３）、Ｃ４類（４）がある。どちらも口縁端部を先細りさせる。高

坏にはＦ類（５）がある。５は溝上面から出土している。これらは３・４が弥生時代終末期、月影式期
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に、５が古墳時代前期に位置づけられる。

　SD1155出土土器（第240図６〜17）
　甕には有段口縁を呈すＣ１類（７）、Ｃ４類（６）がある。７は頸部内面が「く」の字に屈曲し、や

や長胴を呈す。目の細かいハケ原体を使用している。６よりも古相を示すと考えられる。壺には長頸と

なるＥ２類（８）がある。胴部の張りが強い９は同一個体である。10は刺突文・櫛描き直線文・扇形文

で加飾される壺の胴部片である。鉢には有段口縁を呈すＡ２類（11）、Ｆ２類（12）がある。12には13

の脚部が付く。高坏にはＢ３類（14）がある。坏部は浅く口縁の立ち上がりは短い。高坏の脚部となる

ものにはＡ類（15）がある。他に16は脚部、17は注口である。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏

Ⅰ式に位置づけられる。６・11のやや発達した口縁部からは新相を示すと考えられる。

　SD1156出土土器（第241図１〜３）
　甕にはＣ４類（１）がある。脚部には高坏に伴うと考えられる、端部をはね上げるもの（２）がある。

はね上げた端面には鋸歯状にミガキを施す。３は鉢に伴うと考えられる。これらの土器は弥生時代後期

後半、法仏式期に位置づけられる。
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　SD1157出土土器（第241図４〜６）
　甕にはＤ１類（４）、Ｄ３類（５）がある。器形は不整な印象を受ける。ハケ目は細かく幅狭な原体

を使用している。高坏にはＢ１類（６）がある。坏部は浅く、口縁は短く外反する。透孔の無い脚部は

円錐を呈し、裾部は短い。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式でも古相に位置付けられる。

　SD1158出土土器（第240図18〜20）
　甕にはＡ１類（18）、Ｂ１類（20）、Ｅ１類（19）がある。18・19には頸部下にハケ原体によるヨコハ

ケ調整が、20には胴部に櫛状工具による刺突が施される。18は在地色が強いもので、口縁端部をヨコナ

デ調整する。19は口縁端部がつまみあげられ受口状を呈する。近江系と考えられる。20は口縁端部に凹

線文を施すもので、瀬戸内地方の影響がうかがわれる。これらの土器は18からすると弥生時代中期後葉、

戸水Ｂ式に位置付けられる。

　SD1159出土土器（第241図７〜14）
　甕にはＢ１類（９）、Ｂ類より口縁が発達したＣ１類（８・10）、Ｃ３類（７）がある。８・10は頸部

内面が厚手であるが、７・９は「く」の字に屈曲する。壺には短頸となるＦ２類（11）がある。外傾す

る口縁端部には粗いハケ調整が施され、頸部下にはハケ原体によるヨコハケ調整・櫛状工具による刺突

が施される。高坏にはＢ５類（12）がある。坏部は深く、口縁は短く外反する。透孔は低い位置にあり、

裾部は短い。器台にはＣ１類（13）がある。内外面赤彩される。14は外面が赤彩され、13の裾部と考え

られる。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅰ式期の古相に位置づけられる。

　SD1163出土遺物（第241図15〜17）
　甕にはＡ２類（17）がある。16は壺の胴部である。15は小型の鉢である。口縁端部にヘラ描き沈線が

ある。これらは弥生時代中期後葉に位置づけられる。

　SD1165出土土器（第241図18〜21）
　壺には受口状を呈すＭ類（18・19）がある。内外のハケ調整は粗い。いずれも近江系である。20・21

は底部片である。これらの土器は弥生時代中期後葉に位置付けられる。

　（４）土器集中区出土土器
　Ｅ144区集中区出土土器（第242図）
　甕には有段口縁を呈する無文のＤ４類（１）、擬凹線を施すＣ３類（２）がある。どちらも口縁内面

の段が不明瞭で、２は外見からは有段口縁を呈すが、断面三角形状となる。１は端部をやや先細りにし、

器形は長胴を呈す。肩部に強めのヨコナデを施し、頸部より体部のハケ目は細かい。２には３の底部が

付く。壺には有段口縁となるＣ1b類（４）、長頸となるＥ２類（５）、短頸のＦ２類（６）がある。４・

６は胴部中位が張る。５は底部付近が被熱により荒れており、６の胴下半には径３㎝前後の外面からの

穿孔がある。これらの土器は弥生時代後期後半、法仏Ⅱ式の古相に位置づけられる。

　（５）西地区包含層出土土器（第243・244図）
　甕にはＡ類として、Ａ１類（６）、Ａ２類（１・２・３・５）、Ａ３類（７）がある。１・２・５は頸

部がゆるく屈曲し、３は「く」の字に屈曲する。３の同一個体には４があり、焼成前穿孔される。Ａ２

類としたものには頸部下にハケ原体によるヨコハケが施される。７は胴部最大径にハケ原体による刺突

をめぐらせる。頸部内面に面をもち、口縁端面には凹線を施す。７の同一個体には８の底部がある。Ｂ

類には、Ｂ１類（９〜11）、Ｂ２類（12）がある。頸部内面は「く」の字に屈曲しつつも、外面におい

ては屈曲しない10・13がある。12は内面をケズリ調整する。Ｃ・Ｄ類にはＣ１類（13〜17）、Ｃ２類（21）、
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Ｃ４類（18・20・22〜24）、Ｄ１類（19）がある。Ｃ１類（13〜17）としたものは、としたものは、厚

手の口縁下端から端部をつまみあげるため、14以外は端部が先細りとなる。口縁帯の狭いもの（15）、

広いもの（16）がある。Ｃ２類からＣ４類は口縁帯の有段化が明瞭となる。22の肩部の刺突は密に施さ

れる。Ｅ類にはＥ２類（25・27）、Ｅ４（26）がある。25は口縁の立ち上がりが短く内傾が強い。

　壺にはＡ類（28）、Ｂ類（29）、Ｃ2a類（33）、Ｃ４類（35）、Ｆ１類（31・32）、Ｌ３類（34）がある。

28は29と同一個体であるが、破片のため径は一致しない。肩部に逆Ｕ字の粘土を貼り付ける。34には頸

部に刺突を有す断面三角形の突帯が貼り付けられる。35は胴部最大径の部分に、断面三角形の突帯を上

下に貼付ける。凹線により区画された中に、貝殻を使用したと考えられる方向を違えた刺突、連続渦文

を施文する。突帯内には同心円文を施す。口縁部には対の位置に紐孔を有す。

　鉢にはＦ類として、Ｆ１類（37）、Ｆ２類（36）がある。いずれも器形には歪みがあり、調整も粗い。

高坏にはＡ１類（38）がある。口縁帯の幅は狭い。

　器台にはＣ１類（39）、器台の脚部となるものにはＥ１類（40）がある。

その他、低平な有段の脚部Ｇ１類（41）、底部（42）、小型土器（43）、手捏ね土器（44・45）がある。

45には外面に刺突を有す。46は頭部を欠損しているが、土偶と考えられる。

　これら包含層出土土器は、弥生時代中期後葉から弥生時代終末期にわたるものである。

　第 242 図　E144 区土器集中区出土土器実測図（縮尺 1/4）
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　第 244 図　西地区包含層出土土器実測図 2（縮尺 1/4）
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